
互いの良さを伝え合う「読書活動(読書力)」の開発

一小学校・授業実践と省察-

1。はじめに

(1)教職大学院へ進学した理由

私か教職大学院へ進学した理由は、主に次の二

点である。

① 授業実践力の育成

学部での教育実習を通して私か感じてきた課題

である。人間的な温かさを待った関係を周囲と築

いていける子どもを育てたいというのが私の願い

である。(傍線部は中村。以下同じ)

教師として子どもの前にあるとき、つけるべき

力を保障できる授業実践力が必要である。

そのために、学力の系統性を考えての教材研究

の力や、子どもが学力をつける支えとなる指導技

術、また子どもを的確に理解し、指導方法を考え

ていける観察力を身につけていきたいと考えた。

② 教師としての自分の特性を見極める

子どもに個性があるのと同じように、教師にも

それぞれ個性があると考える。

もちろん学校での子どもへの指導においてもま

んべんなくこなせなければいけないが、学校での

教育は教師同士の連携のもとに成り立っている。

その中で自分を生かしていくために、特に「これ

が自分の特性である」と言えることを見つけたい。

そのため、子どもへの関わり方や生徒理解の在

り方、授業の中での指導の方法について、さまざ

まな立場の先生方から学んでいきたいと考えた。

③ 教科の専門性を磨く

先に述べた自分の特性を見つけるという点に

もつながるが、教科の専門性を磨くことも大きな

目的だった。私か目標としている「人間的な温か

さを持った関係」を子どもに築かせていくために

は、互いの考えや良さを的確に「受信」し、また、

それにこたえる自分の考えを正確に、また豊かに

「発信」していく力が必要である。そのためには、

教科の中での系統的な指導が不可欠である。

授業の中で育成する学力の段階を明確にし、ま

た系統的に授業を構成していく力をつけ、磨いて

いくことで、より子どもたちの成長を支えていけ

ると考えた。

(2)今後の進路

教職実践研究科 教職実践専攻 教職実践基礎領域

中村 美都子

平成23年度から、私は愛知県内の公立小学校

での採用が決まっている。2年間の実践と省察

を生かしていきたい。

2。ポートフォリオ報告の目次(全体像)

I イメージを描く

1.教員像

2.学校像

3.子ども像

Ⅱ 学修を振り返る

1.学修を振り返る-1か月

2.学修を振り返る-2か月

3.学修を振り返る-3か月

Ⅲ 授業科目を横断的視点から振り返る

-1年前期修了

IV チェックリスト

V 学校サポーター記録

1.サポーター記録

2.サポーターを終えて

Ⅵ 授業科目を横断的視点から振り返る

-1年後期修了

Ⅶ 特別課題実習

1.計画書

2.毎日の実習記録

3.報告書

VⅢ 教師力向上実習1

1.事前準備

2.実習の記録

3.実習のまとめ

K 教師力向上実習Ⅱ

1.事前準備

2.実習記録

3.報告書

4.授業案

X 教師力向上実習Ⅲ

1.事前準備

2.実習記録

3.報告書

X I イメージを描く

1.育てたい児童像
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2.具体策

3.理想の教師像

XⅡ 二年間のまとめ

3。実践研究の課題

一系統的な「活用」重視の継続的活動-

(1)学校現場での実践的課題

①授業時間の減少への対応

新学習指導要領導人による新課程では指導す

べき単元や内容が増加し、、授業時間数はより窮

屈なものになっている。校内の連携の強固な実

習校をも含めた教育の現場では、各地域にあっ

た特色を持つ教育活動や実践も並行して進めな

ければならない状況にある。新課程における子

どもたちへの学力保障や地域の特性に合った教

育活動の充実、小中高の系統性を重視したカリ

キュラム開発、それから教員の授業力向上を、

学校での各種教育活動は計画的に、また効率的

に進めていく必要がある。

②系統的な学力の観点の必要性

新学習指導要領の内容の充実とともに、「各教

科等及び各学年相互間の連携を図り、系統的、

発展的な指導が出来るようにすること(注1)」

とある。教科の学習内容について、年間計画に

加え、学年間の内容の系統性を持った学力の計

画的な育成が必要とされている。教科を通して

どのような学力育成が必要かを理解したうえで、

全教科に通じる学力と各教科における学力を考

え、その特性を元にカリキュラム作成をするこ

とは重要である。

(2)自己課題

①授業の中で伝え合う力を育てる

普段の生活の中での指導も重要だが、特に児

童が多くの時間を過ごす授業の時間に重点を置

き、自分の考えを論理的に、また明確に表現さ

せ、それを正確に・豊かに伝える方法を教える

ことで児童が互いの良さを知り、それを元に人

間的な温かさを持った関係を作ることができる

力をつけさせたい。

②教材の価値判断の力をつける

各学年・教科の、学力育成に生かすべきポイン

トを押さえながら、それらを基に魅力的な授業と

して構成するために、し、教材のもつ価値を的確

に読み取り、活用しながら子どもの問題解決の力

を育てることが出来る授業づくりについて考え

たい。

4。これからの読書活動で求められる学力と学習

過程・評価 一国語科的学力を例としてー

(1)なぜ読書活動なのか

読書活動での学習における意義は、やはり、多

くの子どもが楽しんで学習できるという点てある。

「読書嫌い」の子もいるが、そのような子どもで

あっても、絵本や図鑑など、文章の量が多くない

ものであれば関心を持って読むことができる場合

は多い。子どもの興味関心に沿って題材を選ぶこ

とが出来るのは大きな利点である。子どもが喜ん

で読む本には理由がある。なぜ好きなのかを自分

の言葉で表現させることで、子どもは自分の生活

経験を捉えなおし、自分の疑問や関心のテーマに

気付くことが出来る。その後の読書では同じテー

マの中で深めていくこともできるし、幅広く読ま

せる中で、さまざまな筆者(作者)の感性や生き

方に触れたり、多様な語彙に触れる中で、自分の

引き出しを増やしていくこともできる。

一方で､読書に意欲的な子どもであっても、「自

分の考え」が持てない子もいる。そのような子ど

もたちに共通する課題としてあげられるのは、作

品のテーマや筆者(作者)の考えや判断・表現を

正しく読めないということである。読書経験と生

活と各教科の学びとが結びついていないのだ。こ

のような子どもたちが要る実態を踏まえながら読

書活動でつけるべき学力について(2)以降で述べ

ていく。

(2)新学習指導要領との関わり一読書力とは一

新学習指導要領では、OECDのPISA調査

における思考力・判断力・表現力などを問う読解

力や記述式問題、知識・技能を活用する問題に課

題があったとされることや、グローバル化の進展

や知識基盤社会の到来を背景とした変化に対応し

ていく能力育成の必要性から、言語活動の充実が

重視されている。この新学習指導要領における言

語活動の充実に関する基本的な考えの中では、思

考力・判断力・表現力等を育む観点・各教科の指

導における観点からの学習活動が求められている

(注2)。

読書活動においては、これから求められる力と

して、図鑑や写真・記録など、様々な情報を正確

に、豊かに読み取らせる力と共に、それらを自分

の立場から取捨選択し、自分の知識や経験に結び

つけて「自分の意見」としてまとめていく力が必

要である。これら、いねば「読書力」は、「情報の

主体的な理解力、判断力」そのものである。多様
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な価値観や情報があふれるなか、主体的に、情報

と関わり、取捨選択しながら自分の経験と結び付

けていく力が必要なのである。

(3)子どもの発達段階・関心を生かす

一読書活動の前提としての指導一

子どもの関心に沿った読書を元にした活動から

の学習を有意義なものにさせるために、効果的な

読書をさせるための手だてが必要である。次の二

点を挙げる。

まず一つ目に、(1)で述べた子どものように、｢自

分の意見｣を持てない子どもへの指導として、習

得学習の基本の段階である｢読み方の型｣を指導

する必要がある。これにより、子どもは、作品の

テーマに触れたり、筆者(作者)の伝えたい主張

や登場人物の成長等を理解し、自分の中に取り込

む準備ができる。

続いて、論理的に、自分の考えを整理し、文章

等として表現する力を育てることである。｢読み方

の型｣を使って読み取った作品のテーマや筆者(作

者)の主張や特徴を、自分の知識や経験と関わら

せながら、｢自分の意見｣としてまとめさせるため

に必要である。ここで｢自分の意見｣を持たせる

ことは、(4)で述べるコミュニケーション能力の

育成にもつながっていく。

(4)コミュニケーション能力を育てる

(2)(3)で述べた新学習指導要領で意欲や学力を育

てるために、聞き取ったことから要点を抜き出し、

正確に、素早くメモ・ノート化する情報の取捨選択

の力と、それらから自他の意見の違いを整理して、

優れた点を捉える力、要点を整理・構成して発信す

る力、また、効果的な発表技術を使う力が必要であ

る。これらの力を育てるために、①子どもに観点を

整理して提示し、②時間を短縮しながら③シンプル

に理解させ習得させるために、学習活動の各段階に

おいて学習シートを作成し、使用させる。

(5)学習段階一学びのステップと学習過程一

国語科における学習段階を元として、特に読書活

動のための各学習段階における、つけるべき力とそ

の具体例を、次の習得(基礎・基本)・活用1・2・

評価と一般化の段階の5段階に分けて示す。

(資料1、注3)
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5。授業実践による提案

教師力向上実習Iで実習させていただいた実践を

もとに、提案する。実習時の指導や子どもたちの様

子から、次の二点が課題点として挙げられた。

(1)「読み方の型」の指導

本来今回の実践では子ども自身に学習を進めさせ

るための準備として、「習得」部分として多様な本の

ジャンルについての「読み方の型」を指導する必要

があった。今回子どもから出てきた分類としては、

伝記(2グループ)、ファンタジー(2グループ)、

物語(3グルーブ)、絵本(1グループ)、専門書(図

鑑)(1グループ)があり、特に、伝記と専門書のグ

ループでは、それぞれの分類における情報の読み取

り方が分からず、「自分の意見」として自身の知識や

経験に結びつけらえれない子どもが多かった。物語

の内容の要約や、写真等の多様な形態の情報につい

て正確に､豊かに読ませる点について課題が残った。

各分類の例となる作品と、それに基づいて作成し

た学習シートを使用しての「モデル学習」で継続的

に「読み方の型」(例については資料1、学習シート

については資料3~6を参照)を教えていく必要が

ある。

②論理的な文章の書き方の指導

「自分の意見」を学習シート(資料3)欄内にお

さめて書くことはできたが、その中の重要な言葉の

みを抜き出し、キーワード化したり、論理的な文章

について指導したりすることが出来ず、そのため、

聞き手にとって分かりやすい発表として構成し、効

果的な発表としてまとめる段階まで到達さぜ吻に昆さを

ができなかった。キーワードの抜き出しや、根拠を

提示しての意見発表などについて、授業の中での発

問等を通して継続的に練習させ、理解を深めておく

必要があった。

論理的な文章の型をもとに、効果的な文章の構成

を考えたり、キーワードを適切にまとめたりするこ

とを通して、自分の意見を正確に発信し、相手の考

えを正確に、豊かに受信、評価できる子どもをそだ

てていきたい。

6。教師力向上実習Iの研究授業の指導案・改訂版

第5学年1組 学級活動学習指導案

互いの思いや考えを認め合うことのできる学級づ

くり

一読書活動を通してー

(1)児童の実態

実習学級の5年生の児童は、学級目標を「協力」

と定めており、また、夏休みに野外学習を控えてい

る。クラスの友達とより密な関係を築かせるために、

互いへの理解を促す必要があり、児童には互いの良

さを伝え合うコミュニケーション能力が必要である

と感じた。特に「書く力」・「話す力」「聞く力」の三

点の育成が必要であると考えた。実習校では、全校

をあげての読書活動や読み聞かせが盛んで、子ども

たちの関心も高い。その中でも、実習学級は、実習

直前の「あじさい読書週間」で高学年向けに設定さ

れた目標を上回る児童が続出するなど、読書への意

欲が高い児童が多い学級である。

また、子ども同士で自分の考えを自信を持って発

言できる子が多いが、一方で話の論点をつかむこと

ができず、互いに意見の言い合いになっている場面

をよく見かける。

(2)指導に当たって

今回の実践は、読書活動を通して、「互いの思いや

考えを認め合う」ことのできる力を育てることを目

的としている。

①「自分の考え」を持つ力

「読み方の型」を意識した読書を通して、筆者

(作者)の考えや作品のテーマを正確に、豊かに読

み取る力を育てる。また、それらを自身の経験や知

識と照らし合わせながら、適切な視点を設定し、具

体的なキーワードを使い、自分の考えを述べること

が出来る力を育てる。

②他者の考えを受け入れ、生かすカ

グルーブ内での発表・話し合いを通して自分の

意見と比較し、共通点・相違点を整理しながら、

指摘する力を育てる。また、そこから考えの根拠
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や前提条件の違いや特徴があることに気付き、自

分や集団の考えを深めようとする姿勢を育てる。

③考えを発表するカ

グループや学級の中で、本の魅力や本を読んだ

ときの自分の考えや思いを発表する過程を通して、

自分の考えをより他者に深く伝えるための論理的

な文章の型を習得させる。また、その構成を使っ

た分かりやすい話し方や効果的な発表の方法につ

いて考えさせる。

(3)目標

①「読み方の型」に基づいて学びとったことから、

自分の知識や経験に基づいた「自分の意見」を

持たせる。

②論理的な構成を待った文章として「自分の意見」

をまとめる力をつけさせる。

③聞き手を引きつける特色を持った発表について

観点を示し、考えさせる。

④他のグループの発表を通して、その意見のおも

しろさや、観点を示し、評価させ、自分に生か

せる点などについて考えさせる。

⑤正確に要約やキーワード化をしながら効率的に

メモする力をつけさせる。

⑥今後の読書活動への方針を立てさせる。

(4)学習段階

これらの目標を達成させるため、資料1を元とし

た本を選んで読み、「自分の意見」を持たせる段階か

ら、学級内でのグループでの発表会まで次のような

五段階の学習過程を設定し、活動を進める。

①学習内容と到達目標
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以下、活用学習や評価・一般化学習の段階で実習

で使用したシートをその目的と、到達すべき子ども

像の例をあげながら紹介していく。

②各自の意見をまとめるシート(活用1、資料3)

贋回



実習ではコミュニケーション能力育成の前段階、

話し合いのもととなる読書経験を通しての「自分の

意見」をまとめさせる段階で使用させた。このシー

トには次の目的がある。

ア。「自分の意見」を特たせる。

・自分の立場から具体的に人物・場面を選ぶことが

出来る。また、与えられた分量で自分の意見をま

とめることが出来る。

・各分類の図書について「読み方の型」を基に、選

んだ作品から、正確に、豊かに情報を読み取るこ

とが出来る。

イ。「自分の意見」をキーワード化し、メモさせる。

り

切に抜きだし、まとめることが出来る。

・なぜごの本を選んだのか等(意見の根拠)を明確

に伝えることが出来る。

・「読み方の型」に沿って必要な語句や筆者の考え等

重要な点をとらえることができる。

･年号や数値などの事実を正確に記録できる。(専門

書・図鑑等の場合)

ウ。学習の成果を記録させ、自分の学習の深まりを

確認させる。

・「読み方の型」を使って読み取った事実等を自分の

知識や経験と結び付けて解釈し、「自分の意見」を

持つことが出来る。

③グループの話し合いをまとめるシート(活用2、

資料4)

実習では、個人での読書ののちに、同じ分類の本

を選択した子ども同士で4~5人程度のグループを

作成し、そのグループでの本の選定や発表内容を決

める話し合いの際に使用させた。このシートには次

のような目的がある。

ア。情報の取捨選択・キーワード化させる。

・自分と友達の意見の共通点・相違点を指摘し、キ

ーワード化してまとめることができる。

イ。論理的な文章の書き方を習得させる。

・はじめ・なか・まとめ・おわりの論理的な文章の

型を理解して、構成や表現を工夫しながら分かり

やすくまとめることが出来る。

ウ。項目立てと構成を考えさせる。

・聞き手にとって分かりやすく、効果的なキーフー

ドの使い方や文章構成を考えることが出来る。

エ。グループの中での意見を適切にまとめさせる。

・自分とクラスの友達の意見の共通点・相違点を整

理して、その良さ等を学び取り、自分の考えや集団

の考えを深めることが出来る。

76

葺石]

④学級発表時の評価シート・聞き手用二枚(活用評

価・一般化、資料5)

匹回匹皿



実習では、学級での発表会の中で、③のシートを

元にした各グループごとの発表をする際に、発表を

聞く子どもたちに使用させた。このシートには次の

ような目的がある。

ア。段階的な観点を示し、発表する際の発表者の話

し方や、発表の分かりやすさなどについて観察

させ､⑩・◎・○の三段階て平価をさせる。

・提示された観点をもとに、聞き手にとって分かり

やすく、効果的な発表とはどのようなものかを考

えながら発表準備をすることが出来る。

・発表者の意見の要点を正確に聞き取り、適切な評

価をすることが出来る。

イ。発表者の選んだ本や、意見の良さについてキー

ワード化し、メモさせる。

・必要な情報をキーワード化し、短時間で効率よく

記録を取ることが出来る。

・クラスの友達から聞き取った情報を共通点・相違

点や要点を押さえながら記録することが出来る。

・クラスの友達の話に対して、自分の観点を特って

聞き取ることができる。(また、それを元に自分の

意見を述べることが出来る。)

ウ。聞き手としての自分を､観点示しながら⑩･◎・

○の三段階で自己評価させる。

・聞き手としての自分の力を観点に沿って的確に評

価することが出来る。
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・自己評価を基に、聞き手を意識した発表の方法に

ついて考え改善していくことが出来る。

⑤学級発表時の評価シート・発表者用(評価・一般

化、資料6)

実習では、学級での発表の中で、③のシートを元

にした内容をグループで発表させる際に、発表グル

ープの子ども一人一人に記録を取らせ、また自己評

価をさせるために使用した。このシートの目的は次

のようなものである。

ア。発表時の態度や、内容の良さなどについて⑩･

◎・○の三段階で自己評価をさせる。

・自分の発表の態度や発表内容について、友達から

の意見なども参考にしながら、適切に自己評価を

することが出来る。

イ。聞き手側から客観的に見た自分の意見の内容や

感覚的な表現について抜き出し、書かせたり、メ

モさせる。

・クラスの友達の多様な考えや意見に気付くことが

出来る。

・自分の意見との相違点などに着目しながら友達の

発言を聞き取ることが出来る。

・聞き取った友達の意見を、正確にメモを取ること

が出来る。

ウ。自分のグループの発表について自己評価させ、

今後の発表の機会に生かす。

・自分の発表者としての態度や発表内容について、

提示された観点に沿って、適切に自己評価するこ

とが出来る。



7。実践の成果と省察、今後の課題

私の二年間の学びを通して明らかになった課題

を項目立てて挙げていく。大きく4点に分け、さら

に細かく項目立てしながら以下に述べていく。

(1)学級経営

サポーター実習では、年間を通して学級での指

導を学ばせていただいた。本来教師にとって学級づ

くりの最も重要な時期の一つである4月の始業式か

らの3日間から、学級にお邪魔し、学級の規律(ル

ール)づくり指導の流れについて観察させていただ

いた。本当に貴重な学びの機会を与えてくださった

担当教官の先生には感謝してもしきれない。以下学

んだことを二点に分け述べる。

七三四圓

はじめに述べたが、私の育てたい子ども像は「人

間的な温かさを特った関係を築いていける子」だ。

学級の中で、教師と子どものつながりを深めるだけ

ではなく、子どもと子どものつながりを深めていけ

るような指導をしていきたい。そのために、教師と

して、論理的な言語能力の育成やコミュニケーショ

ンの力を育てることを通して互いの学びや疑問点を

共有し、ともに解決していくような、子ども相互の

学びあいが出来る手立てを考えると共に、学級目標

の達成を目指し、学級における継続的で系統的な学

習活動に取り組んでいきたい。

隔鮒E硝

教師力向上実習Iで、学級の特性に応じた活動や

指導に割ける時間は本来必要と考えられる時間に比

べて非常に少ないと感じた。教科での学習の面で、

今後より授業時数が増えることを考えて、児童の成

長の進度を良く見ながら計画的に、また効率的に進

めていくことが必要であると感じた。学校サポータ

ーでお世話になった先生方の一年間の流れや指導に

おける要点の選択などの様子を振り返りながら、し

っかり取り組んでいきたい。

(2)生活指導

児童との関わりについてサポーター校での一年

半を通して、実習学級の中にとどまらず、さまざま

なタイプの子と関わる機会をいただいた。また、特

別課題実習でも貴重な学びをいただいた。これらを

まとめ、以下三点に分け述べる。

胆錘亜巫

特に実習学級の児童と直接話をするなかで、一人

一人に合わせた児童理解に取り組んできた。子ども

からのスキンシップやおふざけのような声かけの中

にも、時にからこちらに「伝えたい」「気付いてほし
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い」という気持ちを強く感じる時があった。家庭環

境や個人の成長に伴う子どもたちのさまざまな悩み

や考えを受け取り、指導の中で返していくと共に、

この気特ちを、教師に限らず、子ども同士でも理解

しあい、共有できるような学級の雰囲気づくりを心

がけていきたい。

「課題をもつ児童」との関わり

「課題をもつ児童」とされる子どもへの対応につ

いて、学級・学校・家庭聞か連携して指導に当たる

体制を実習校で経験する機会があった。実習学級は

二年とも当該児童の在籍する学級だった。自身のお

かれている環境も、自身が学級でどのような児童と

して位置付けられているのかも児童本人は理解して

おり、「居場所がほしい。“普通の子"になりたい」

と悩むその姿に寄り添ってきた。初めは教室にいる

ことも難しかった当該児童は、担任の先生や保護者

の方の働き掛けの中で、現在は少しずつ学級や家庭

での関係づくりを再度進めている。笑顔で学級にい

る姿も、今は珍しいものではない。児童を包む私た

ち「大人」の対応次第で子どもが経験する学校生活

は大きく変えられるのだと学んだ。

学習活動を通して、学級の中で互いの良さに触れ

る温かみある関係づくりを教えていくとともに、学

校の内外を通して「課題を特つ児童」とされる子ど

もたちを支える対応についても、腰を据えて取り組

んでいきたい。

特別支援児童への指導

特別支援を必要とする児童への、一般学級での指

導をサポーター実習で、特別支援学級での指導を教

師力向上実習Ⅲでそれぞれ拝見した。どちらに対し

ても共通していたのが、身につけるべき生活習慣や

学習内容を明確に持ちながら、根気強く声掛けをし、

指導する先生方の姿たった。比較的軽い障害を特っ

ている子どもではあるが、現在、一般学級でも各ク

ラス平均的に2~3人在籍しているという特別支援

を必要とする子どもたちへの、個別指導とともに、

学級という集団の中での指導について、先生方から

学んだことを元に、取り組んでいきたい。

子どもに寄り添う指導の在り方

特別課題実習で、豊田市にある小学校にお邪魔し

た。豊田市は外国人労働者の方が多く居住している

地区であり、その子どもたちは、学費の高価な保護

者の母国語による授業が行われる専門のスクールに

通うか、一般の学校に入り、取り出し学級などでの

支援を受けながら学習に励んでいる。

実習ではその低学年の取り出し学級でのT.Tに

入ったり、漢字の成り立ちについての簡単な授業実



践をさせていただいた。

そのクラスの子どもにとって、日本語指導は日本

語を学ぶためのものではなく、学習内容を学ぶため

の道具だった。その点に驚かされると同時に、どん

な子どもであっても、個性に合わせ必要な支援をし

たり、方法を指導したりすることが学力保障につな

がるという点については、外国人児童の指導につい

ても、普通学級の児童の指導についても共通して言

えることなのだと学んだ。

今後現場に立った際、子ども一人一人の個性に応

じて学習内容の習得のために、多様な支援ができる

よう、教師として幅広い指導の在り方を学んでいき

たい。

(3)授業作りと評価

主に、教師力向上実習I・Ⅱで学んだことを中心

に三点述べる。

聊面面汗嗣

系統的に学力をつけさせる授業づくりについて二

年間学んできた。特に、今回の実践である、読書活

動における系統的な学力を育成する点については、

貴重な時間をいただいて実践をさせていただいたが、

つけるべき学力の観点があいまいだったため、子ど

もたちを混乱させてしまった。子どもから教えても

らった課題を、将来現場で教える子どもたちの指導

に生かしていきたい。

各教科・学年間を通しての系統的な教材研究・開

発の力は私にはまだないが、常に、子どもが無理な

く進めていける学習過程を組み立て、教材開発をし

ていくことを心がけ、精進していきたい。

四百]四回

子ども自身に評価をさせることは、学習の観点を

習得させ、また今後の自分の学習を進める中でそれ

らを活用させることにつながる。私は教師力向上実

習Iでは、子どもたちに学習の前提となる｢習得｣

の部分や明確な観点を示すことが出来ず、手さぐり

での授業を受けさせることになり、可哀想なことを

した。自分の意見を発信し、また受信してその考え

の要点や良さを的確につかむ方法を教えることで、

子どもたちに互いの意見を知り、交流する面白さを

教えていきたい。

また、授業技術として、子どものつぶやきを授業

の中で適切に拾い、学級の中に広めていけるように

なりたい。

教材開発の力をつける

教材を通してのモデル学習をする際に、子どもに

｢習得｣すべき観点を明確に示せる学習シートは必

要である。教材でつけるべき力を的確につかみ、子
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どもに確実に狙いを習得させるシー卜の開発へとつ

なげる力を磨きたい。特に、言語活動の充実につい

ては、各教科・各学年を通しての学力育成を視野に

入れ、系統的な指導体制を提案できるようになりた

い｡

(4)組織的な学級運営

サポーター校やメンター実習でお邪魔した学校の

実態の観察から学んだことを以下三点に分けて述べ

る｡

陽蒔Ｔ石徊

(3)でも述べたが、学級や学校での児童の指導を

する中で、保護者との連携は必要である。担当教官

の先生の姿から、保護者から信頼を受けるためには、

一人一人の子どもの様子を日ごろから観察し、その

良さや気になる点をすぐに指摘できるようにするこ

とが重要であると考える。子どもを守る「大人」と

して協力し合える良好な関係を築くと共に、子ども

の成長を共に支えていけるような体制作りのための

意見交換の機会を多く持ち、指導に当たっていきた

xzｙ

また、家庭での生活習慣や基礎的学力の定着を促

す教育の重要性について発信し、子どもの学習や生

活を支える環境を整えていきたい｡



を育てているという感覚がなければあればこそであ

る。開かれた学校づくりを考えるとともに、学校の

授業だけではカバーしきれない情緒の教育などで、

もっと地域との方とのかかわりを深めた教育の在り

方が必要だと感じた。

8。終わりに 一教えることの喜びと重さ一

二年間の学びの中で、様々な立場の先生方から話

を伺う機会をいただいた。教育に対する先生方の信

念をうかがう中で、私の教育に対する信念が育て鍛

えられた。目標としている子ども像「人間的な温か

さを持った関係を築いて聞ける子ども」を達成させ

るため、人とのよりよい関係づくりを趣旨としたコ

ミュニケーション能力をしっかり教えられる教師で

ありたいということである。

実習学級での担当教官の先生のクラスの子供たち

への接し方を見せていただいて、教師として子ども

たちに愛情を注ぐとはこういうことかと学ばせてい

ただいた。甘やかすのではなく、子ども一人一人の

成長を見守り、指導を通して支え、自立させること

を目指す。子どもたちが教師の教えたままに育つそ

の責任の重さをしっかり感じながら教壇に立ちたい。
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